
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

12
！�

宮
城
県
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設
置

！�

社
会
福
祉
課
内
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置

・�

知
事
か
ら
政
府
現
地
対
策
本
部
長
に
、中
核
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
要
請

・�

登と

め米
市
、山
元
町
、岩
沼
市
、亘わ

た

理り

町ち
ょ
う災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

13

・�

県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
出
に
つ
い
て
」を
掲
載

・�

七
ヶ
浜
町
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

14

・�

仙
台
市
、塩し

お
が
ま竈

市
、大
崎
市
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

15

・�

角
田
市
、利
府
町
、松
島
町
、石
巻
市
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

16
！�
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
が
活
動
再
開

・�「
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ネ
ッ
ト
」に
東
日
本
大
震
災
関
連
の
特
設
ペ
ー
ジ
設
置

・�

内
閣
府
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
設
置

・�

大
河
原
町
、涌わ

く

谷や

町ち
ょ
う災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

17

・�

柴
田
町
、女お

な
が
わ
ち
ょ
う

川
町
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

・�

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
被
災
地
で
あ
る
沿
岸
部
13
市
町
に
職
員
派
遣
開
始

18

・�

名
取
市
、多
賀
城
市
、村
田
町
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

19

・�

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
が
Ⅰ
Ｔ
企
業
グ
ル
ー
プ
の
避
難
所
Ｐ
Ｃ
等
設
置
を
支
援
開
始

・�

白
石
市
、東
松
島
市
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

20

・�

美
里
町
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

！�

石
巻
市
で「
Ｎ
Ｐ
Ｏ・Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
」（
後
の「
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
」）が
開
始

23

・�「
宮
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
連
絡
会
議
」を
開
催

25

・�

色し
か

麻ま

町ち
ょ
う災

害
Ｖ
Ｃ
設
置

26

・�

南
三
陸
町
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

！�「
被
災
者
支
援
４
者
会
議
」の
開
催（
4
月
以
降
、７
月
ま
で
計
20
回
開
催
）

29

・�

県
災
害
Ｖ
Ｃ
を
自
治
会
館
に
移
設

・�

気
仙
沼
市
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

4

14

・�

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
が「
被
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
」を
実
施

・�

福
祉
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
被
災
調
査
開
始

29
！�

気
仙
沼
市
、石
巻
市
、東
松
島
市
、亘
理
町
災
害
Ｖ
Ｃ
に
県
職
員
１
２
０
人
を
派
遣（
〜
５
月
８
日
）

7

1
！�

被
災
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
応
援
す
る
募
金
サ
イ
ト「
復
興
み
や
ぎ
」を
開
設

12

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
物
資
供
給
開
始

8

5

・�「
被
災
者
支
援
４
者
会
議
」を「
被
災
者
支
援
連
絡
調
整
会
議
」へ
改
称

・
第
１
回
被
災
者
支
援
連
絡
調
整
会
議
を
開
催

9

8

・�

第
２
回
被
災
者
支
援
連
絡
調
整
会
議
を
開
催

10

14

・�

被
災
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
た
め
の
出
前
専
門
相
談
会
開
催（
〜
11
月
17
日
）

12

22

・�

第
３
回
被
災
者
支
援
連
絡
調
整
会
議
を
開
催

H24

2

15

・�

第
４
回
被
災
者
支
援
連
絡
調
整
会
議
を
開
催

23

・�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
計
基
準
及
び
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
普
及
事
業
開
始（
〜
３
月
28
日
）

3

1

・�

大
震
災
で
活
動
し
て
い
る
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
情
報
発
信
事
業
と
し
て
、フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
復
興�ing��

み
や
ぎ�w

ith�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
」を
発
行

9

・�「
復
興�ing�

み
や
ぎ�w

ith�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
」イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

10

・�

大
震
災
で
活
動
し
て
い
る
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
情
報
発
信
事
業
と
し
て
、報
告
会
・
写
真
展
を
大
阪
会
場�

（
〜
11
日
）、福
岡
会
場（
18
日
〜
23
日
）、東
京
会
場（
26
日
）で
開
催

5

30

・�

第
５
回
被
災
者
支
援
連
絡
調
整
会
議
を
開
催

H27

4

21

・�

宮
城
県
災
害
Ｖ
Ｃ
を
閉
所

2 1

発
災
翌
日
の
３
月
12
日
、
県
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
問
合
せ
に
対
応
す
る

た
め
、
社
会
福
祉
課
内
に
24
時
間
体
制
で

対
応
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。
ま
た
同

日
、
宮
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
災
害
Ｖ
Ｃ
」）
の
設
置
運
営
に
関
す

る
覚
書
※
に
基
づ
き
、
運
営
主
体
と
な
る
社
会

福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
県
社
協
」）
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
ぎ
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
協
議
の
上
、 

宮
城
県
災
害
Ｖ
Ｃ
を
共
同
設
置
し
た
。
当
初

は
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
主
体
と
な
る
市
町
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
被
災
し
て
い
た
た
め
災

害
Ｖ
Ｃ
の
設
置
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
市
町

災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
置
が
進
む
と
同
時
に
、
各
地

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
が
開
始
さ
れ
た
。

県
内
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
災
害
Ｖ
Ｃ
は
、

12
市
13
町
で
最
大
時
36
か
所（
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

等
含
む
）
と
な
っ
た
。

３
月
下
旬
に
は
政
府
現
地
対
策
本
部
、
自

衛
隊
、
宮
城
県
、
県
社
協（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
含
む
）
に
よ
る「
被
災
者
支
援
４
者
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
避
難
所
に
お
け
る
炊
き
出
し

支
援
の
調
整
等
が
行
わ
れ
た
。
５
月
の
連
休

に
は
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
県
は
当
該
期
間
中
、

４
市
町（
気
仙
沼
市
、
石
巻
市
、
東
松
島
市
、

亘わ
た

理り

町ち
ょ
う）
災
害
Ｖ
Ｃ
に
県
職
員
延
べ
１
２
０

人
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

た
め
の
拠
点
施
設「
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
」

は
、
応
急
補
修
を
行
っ
た
上
で
業
務
を
再
開

し
た
。
同
施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
杜も

り

の

伝
言
板
ゆ
る
る
は
、
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
被
災
状

況
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
ほ
か
、
被
災
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
へ
の
支
援

策
と
し
て
寄
附
サ
イ
ト「
復
興
み
や
ぎ
」を
立

ち
上
げ
、
多
く
の
助
成
団
体
か
ら
資
金
援
助

を
得
た
。

平
成
27
年
４
月
に
宮
城
県
災
害
Ｖ
Ｃ
は
閉

所
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
よ
る
被
災
地
の
支
援
活
動
は

続
い
て
い
る
。

※�

宮
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
に
関
す
る
覚

書
：
平
成
16
年
３
月
に
県
、
県
社
協
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
ぎ

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
３
者
で
「
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
に
関

す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
同
じ
年
に
、
市
町
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
に
関
し
て
も
、
市
町
及
び

市
町
社
協
と
同
様
の
覚
書
を
締
結
し
た
。

ボランティアによる泥出し作業（石巻市）ボランティアによる炊き出し支援（登米市） ボランティアによる清掃作業（石巻市）ＮＰＯの活動状況掲示板

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

災
害
ボ
ラ
ン
ティ
ア
支
援
と
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
の
活
動

10

Ⅱ
応
急
対
応

Ⅱ 

応
急
対
応



運営団体 役割

市町村
災害VC

市町村社会福祉 
協議会

市町村災害VCの設置、被災者ニーズの把
握、ボランティアの募集・受付、現場へのボラ
ンティア派遣

市町村 市町村災害VCの設置・運営に対する支援、
被災状況の情報提供

県
災害VC

県社会福祉協議会・
みやぎ災害救援VC

県災害VCの設置、市町村災害VCの体制
整備及び運営支援、市町村間のボランティ
アの調整、関係機関への支援要請、災害ボ
ランティア情報の発信等

県
県災害VCの設置・運営支援、県・市町村災
害VCへの職員の派遣、県災害VCへの被
災情報の提供、災害ボランティア情報の県
ウェブサイトへの掲載等

活動者数

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

（人）

31,387

494,354

99,048
55,704 37,651
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

問
合
せ
が
殺
到平

成
23
年
３
月
12
日
〜
３
月
末

県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と 

相
談
窓
口
の
設
置

発
災
翌
日
の
３
月
12
日
、
県
は
宮
城
県
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
災
害
Ｖ
Ｃ
」）の
設
置
運
営

に
関
す
る
覚
書
に
基
づ
き
、
大
和
町
に
県
災
害
Ｖ
Ｃ
を

設
置
し
た（
翌
13
日
に
県
福
祉
会
館
、
29
日
に
県
自
治

会
館
に
移
設
）。

ま
た
、
同
じ
３
月
12
日
に
社
会
福
祉
課
内
に
相
談
窓

口
を
設
置
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
問
合
せ
や
各
種

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
毎
日
24�

時
間
体
制
で
対
応
し

た（
設
置
後
約
２
か
月
間
対
応
）。
し
か
し
、
被
害
が
甚

大
な
沿
岸
部
の
被
災
市
町
で
は
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

や
遺
体
の
収
容
活
動
が
優
先
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
危
険
区
域
に
は
一
般
車
両
の
立
入
り
が
制
限
さ
れ

て
い
た
た
め
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
出
が
あ
っ
て

も
、
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
活
動
で
き

る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
県
災
害
V 

C
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
で
、

そ
れ
を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
位
置
付
け
で

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
運
営
に

つ
い
て
は
、
毎
年
県
職
員
向
け
に
研
修
会
を
行
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
想
定
以
上
の
規
模
の
災
害
で
、
被

災
地
と
の
連
絡
も
つ
か
ず
、
状
況
も
つ
か
め
な
い
中

で
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
か
な

に
集
ま
っ
て
、
日
中
活
動
し
た
内
容
を
報
告
し
て
、

次
の
日
の
課
題
を
洗
い
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
４
月

に
入
る
と
、
団
体
と
は
別
に
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
希
望
が
増
え
て
き
た
の
で
、
大
人
数
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
来
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
向
け
て
、
受
入
態
勢
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
話
合
い
を
始
め
て
、
そ
の
準
備
を
し
て
い
き
ま
し

た
」

「
４
者
会
議
に
は
県
の
全
て
の
課
が
参
加
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
社
会
福
祉
課
と
危
機
対
策
課
が
中

心
で
し
た
。
会
議
で
は
様
々
な
課
題
が
出
て
き
ま
す

が
、
そ
れ
を
会
議
に
参
加
し
て
い
な
い
担
当
課
に
も

っ
て
い
く
と
、『
な
ぜ
社
会
福
祉
課
か
ら
そ
う
い
う

話
を
言
わ
れ
る
ん
だ
？
』
と
い
う
反
応
で
、
我
々
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
共
有
し
た
現

場
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
庁
内
に
伝
え
て
も
な
か
な
か

理
解
し
て
も
ら
え
な
い
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
早
い
段
階
か
ら
４
者
会
議
を
災
害
対
策
本
部
の

枠
組
み
に
入
れ
て
お
け
ば
、
課
題
が
共
有
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
」

県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に 

対
す
る
対
応

平
成
23
年
４
月
〜
５
月

市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
の
活
動
実
態
と 

住
民
ニ
ー
ズ
の
調
査

一
部
の
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
で
は
、
規
模
の
大
き
な
団
体

を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
受
け
入
れ
る
決
定

を
し
た
。
県
は
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
支
援
の
た
め
、当
該
期
間

中
、
４
市
町（
気
仙
沼
市
、
石
巻
市
、
東
松
島
市
、
亘

理
町
）
災
害
Ｖ
Ｃ
に
社
会
福
祉
課
及
び
各
保
健
福
祉
事

務
所
の
職
員
延
べ
１
２
０
人
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
派
遣
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
現
地
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

り
混
乱
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
」

「
発
災
直
後
か
ら
、
県
外
の
方
た
ち
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う
要
望
の
電
話
が
殺
到
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
被
災
地
の
映
像
を
テ
レ
ビ
で
見

て
『
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
早
く
行
き
た

い
』
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
が
、
こ
ち
ら
と
し
て
は

『
被
災
地
は
人
命
救
助
優
先
の
段
階
で
す
し
、
交
通

手
段
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
』

と
い
う
伝
え
方
し
か
で
き
ず
、
皆
さ
ん
の
熱
意
に
応

え
た
く
て
も
応
え
ら
れ
な
い
状
況
で
し
た
」

他
の
災
害
対
応
業
務
派
遣
を
優
先

平
成
23
年
３
月
12
日
〜
３
月
末

市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
へ
の
指
定
職
員
の
派
遣
中
止

県
災
害
Ｖ
Ｃ
の
役
割
は
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
の
支
援
で
あ

り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
受
付
は
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
置
が

進
む
と
同
時
に
、
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
も

徐
々
に
開
始
さ
れ
た
。
平
成
16
年
に
交
わ
さ
れ
た
覚
書

に
よ
り
、
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
に
は
、
県
が
あ
ら
か
じ
め
指

定
し
た
職
員（
約
２
５
０
人
）を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
指
定
職
員
を
対
象
に
し
た
災
害
Ｖ
Ｃ
派
遣
研

修
会
を
毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回

の
震
災
は
県
全
域
に
及
ぶ
大
規
模
な
災
害
で
あ
っ
た
た

め
、
移
動
手
段
が
確
保
で
き
ず
、
ま
た
、
市
町
災
害
Ｖ

Ｃ
よ
り
も
、
市
町
村
の
震
災
対
応
業
務
に
対
す
る
人
的

支
援
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て

い
た
指
定
職
員
の
派
遣
は
行
え
ず
、
要
請
の
あ
っ
た
一

活
動
の
規
模
拡
大
に
よ
り
、
活
動
資
材（
主
に
土
の
う
袋

や
ス
コ
ッ
プ
等
）が
恒
常
的
に
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
調

達
方
法
に
も
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
被
災
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
と
し
て
、
側
溝
の
泥

出
し
、
危
険
物
の
撤
去
、
公
共
施
設
の
清
掃
等
、
本
来

行
政
で
対
応
す
べ
き
課
題
も
寄
せ
ら
れ
た
。
県
は
当
該

市
町
の
災
害
対
策
本
部
や
担
当
課
に
出
向
き
、
各
市
町

災
害
Ｖ
Ｃ
の
活
動
状
況
等
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
活

動
資
材
の
提
供
及
び
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

協
力
を
要
請
し
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
４
月
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
関
西
地
区
の
社
協

の
方
と
一
緒
に
現
地
に
足
を
運
ん
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
何
を
し
て
い
た
だ
く
か
を
決
め
て
い
き

ま
し
た
。
主
な
作
業
と
し
て
は
、
が
れ
き
の
撤
去
や

家
の
床
下
の
ヘ
ド
ロ
掃
除
で
す
が
、
現
場
に
よ
っ
て

部
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
派
遣
の
み
と
な
っ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
で
指
定
職

員
を
派
遣
す
る
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
指
定

さ
れ
て
い
た
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
職
員
も
復
旧

作
業
や
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て
、
結
果
と

し
て
職
員
は
派
遣
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
町
の
社

協
側
と
し
て
は
、『
な
ぜ
き
て
く
れ
な
い
ん
だ
』
と

い
う
不
信
感
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

「
派
遣
で
き
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
被
災
し
た

市
町
の
災
害
対
応
業
務
で
県
職
員
を
派
遣
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
町

災
害
V 

C
に
派
遣
す
る
職
員
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し

て
お
く
場
合
は
、
災
害
発
生
時
に
本
当
に
人
が
出
せ

る
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
さ
ら
に
市
町
村
へ
の
応
援

は
、
ま
だ
行
方
不
明
者
の
捜
索
が
続
い
て
い
て
作
業

が
で
き
な
い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
こ
う
し
た
状
況
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
現
場
で
臨
機
応
変
に
判
断
し
な

が
ら
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
お
願
い
す
る
作
業
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
」

「
と
に
か
く
仕
事
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
れ
ど
も
、
ご

み
袋
や
ス
コ
ッ
プ
、
そ
う
い
っ
た
資
材
が
全
然
足
り

な
く
て
困
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
市
役
所
に
そ
の

旨
を
伝
え
に
行
き
ま
し
た
が
、
人
命
救
助
優
先
で
動

い
て
い
る
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も
今
ひ

と
つ
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
感
じ
で
し
た
。
県
か
ら
き

た
と
い
う
こ
と
で
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
結
果
と

し
て
、
資
材
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
回
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
、
県
の
役
割
が
少
し
は
果
た
せ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
」

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
被
災
地
を
１
軒
１
軒
回

っ
て
調
査
を
し
ま
し
た
。
あ
る
お
宅
に
お
邪
魔
し
た

と
き
に
、
お
じ
い
さ
ん
が
に
こ
に
こ
し
て
出
て
き
た

ん
で
す
。
よ
く
見
る
と
庭
に
汚
れ
た
文
房
具
や
玩

具
が
干
し
て
あ
っ
て
、
台
所
に
は
小
さ
な
骨
壺
が

あ
り
ま
し
た
。
支
援
を
受
け
て
い
る
被
災
者
の
方
は
、

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
き
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
』

と
笑
顔
で
対
応
し
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
の
笑
顔
の
裏

に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
つ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
が

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に 

慣
れ
て
い
な
か
っ
た

平
成
23
年
５
月
〜
８
月

被
害
者
の
ニ
ー
ズ
と
支
援
内
容
の
調
整

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
、
市
町
災
害
Ｖ
Ｃ
に
は

全
国
社
協
や
他
県
社
協
の
支
援
が
定
着
し
、
運
営
が
安

定
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
被
災
地
の
復
興
を
支

職
員
も
必
要
に
な
る
こ
と
を
見
越
し
た
上
で
の
指
定

が
必
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

情
報
を
共
有
し 

効
率
的
な
支
援
活
動
へ

平
成
23
年
３
月
末
〜
７
月

被
災
者
支
援
４
者
会
議
の
開
催　

沿
岸
部
で
は
津
波
に
よ
る
住
宅
被
害
が
甚
大
で
あ
り
、

避
難
生
活
の
長
期
化
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

避
難
所
で
は
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
支
援
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
指
定
避
難
所
以
外
の
場
所
に
避
難
し
て
い

る
住
民
も
多
く
、
炊
き
出
し
支
援
が
行
き
届
か
な
い
こ

と
が
課
題
と
な
っ
た
。
一
方
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も

独
自
に
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
炊
き
出
し
支
援
を
行
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
及
び
団
体
が
も
つ
情
報

を
共
有
し
、
効
率
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
３

月
下
旬
、
政
府
現
地
対
策
本
部
、
自
衛
隊
、
県
、
社
会

福
祉
協
議
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
）に
よ
る
被
災

者
支
援
４
者
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
被
災
者

支
援
４
者
会
議
は
、
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、
４
月
以

降
７
月
ま
で
に
合
計
20
回
開
催
さ
れ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
４
者
会
議
開
催
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
炊

き
出
し
支
援
の
調
整
で
す
。
３
月
中
は
、
ど
こ
が
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
か
も
、
そ
こ
に
車
で
行
け
る
の

か
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
し
、
自
衛
隊
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
炊
き
出
し
支
援
を
行
っ
て

い
て
、
エ
リ
ア
が
重
複
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
し

た
。「
み
ん
な
で
情
報
共
有
を
し
て
、
効
率
良
く
支

援
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
』
と
始
ま
っ
た
の
が
、

４
者
会
議
で
す
。
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
エ
リ
ア

を
割
り
振
っ
て
、
そ
の
後
は
、
担
当
し
た
エ
リ
ア
で

継
続
的
に
支
援
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
４
者
会
議
で
は
、
関
係
機
関
や
各
団
体
が
毎
日
夜

援
す
る
一
方
、
活
動
内
容
が
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
合
わ

な
い
ケ
ー
ス
や
、
住
民
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
間

で
ト
ラ
ブ
ル
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
被
災
者
支

援
４
者
会
議
で
は
様
々
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
が
、
県

の
公
平
性
と
い
う
立
場
と
現
場
の
意
見
の
調
整
は
難
し

い
も
の
と
な
っ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
危
険
な
作
業
に
対
す
る
認
識
の
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現
地
に
入
る
と
、
ど
う
し
て

も
『
も
っ
と
し
て
あ
げ
た
い
』
と
い
う
思
い
が
強
く

な
っ
て
、
お
願
い
し
た
以
上
の
作
業
を
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
支
援
を
受
け
た
方
は
助
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
る
と
他
の
住
民
も
『
う

ち
も
や
っ
て
く
れ
』
と
な
っ
て
、
作
業
日
数
が
増

え
る
ん
で
す
ね
。
４
者
会
議
の
話
合
い
で
も
、
広
く

浅
く
な
の
か
、
狭
く
深
く
な
の
か
意
見
が
分
か
れ
ま

し
た
。
行
政
と
し
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
全
確
保

や
公
平
性
と
い
う
観
点
も
あ
り
ま
す
か
ら
、『
こ
こ

ま
で
』
と
い
う
線
を
提
示
す
る
の
で
す
が
、
現
場
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
『
そ
れ
で
は
駄
目
だ
』
と
な
っ
て
、

そ
こ
は
ど
う
し
て
も
一
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
東
日
本
大
震
災
以
前
に
県
内
で
起
き
た
災
害
で
は
、

外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
県
民
は
、
恐
ら
く
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

っ
て
、
何
を
ど
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
？
』

と
い
う
感
覚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
内
容
に
差
が
生
じ
、
住
民
側
か
ら
『
な
ぜ
一

律
じ
ゃ
な
い
の
か
？
』
と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
の

は
、
や
は
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
慣
れ
し
て
な
い
部
分
が

あ
っ
た
か
ら
か
な
と
思
い
ま
す
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
本
当
に
一
生
懸
命
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
畳
を
あ
げ
て
床
下
を
掃
除
し
た
り
、

す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
き
れ
い
に
片
づ
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ヘ
ド
ロ
が
積
も
っ
て
臭
い
も
す
ご
い
し
、

衛
生
状
態
も
悪
い
ん
で
す
け
ど
。
多
く
の
住
民
が
ボ

市町村災害VCと県災害VCの役割の違い

出典：東日本大震災ー宮城県の発災後1年間の災害対応の記録とその検証ー（宮城県）

※平成27年3月末で県内市町村災害ボランティアセンターは全て閉鎖され、
　常設のボランティアセンター等で活動が行われている。
出典：宮城県保健福祉部社会福祉課

県内における災害ボランティアセンター活動者数の推移

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅱ 

応
急
対
応
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ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
に
は

『
や
っ
て
も
ら
っ
て
当
然
だ
』
と
い
う
態
度
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
有
償
で
あ
れ
ば
こ
と
は
簡

単
な
ん
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
無
償
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
何
を
ど
こ
ま
で
や
っ
て
い
た
だ
く
か
、

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
総
合
的
に
見
る
と
、

最
初
の
が
れ
き
撤
去
や
掃
除
は
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
る
ん
で
す
が
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

ち
ょ
っ
と
や
り
過
ぎ
た
り
、『
こ
こ
ま
で
頼
ん
で
い

る
の
に
や
っ
て
く
れ
な
い
』
と
い
う
不
満
が
住
民
か

ら
出
た
り
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
対
応
は
、
地
域
の
市
町
の
行
政
職
員

や
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
担
当
職
員
が
行
っ
て
い
た

の
で
、
か
な
り
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
」

継
続
さ
れ
る
支
援

平
成
23
年
〜
現
在

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
定
着

平
成
27
年
４
月
21
日
、
県
災
害
Ｖ
Ｃ
は
閉
所
と
な
っ

た
が
、
草
の
根
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
現
在
も
続

い
て
い
る
。
震
災
発
生
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
み
、
そ
の
活
動
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
継
続
し
て
い

る
団
体
が
多
数
あ
り
、
ま
た
、
今
回
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
他
の
災
害
の
被
災
地
に
応
援
に
駆
け
つ
け

る
等
、
災
害
対
応
の
継
承
も
行
わ
れ
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
は
、
宮
城
県
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
定
着

さ
せ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
被
災
地
で
は
、
企
業
や
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

す
ご
く
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
我
々
行
政
と

し
て
は
、
被
災
者
が
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅

に
移
る
あ
た
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
の
区

切
り
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
震
災
か
ら

５
年
、
６
年
た
っ
て
か
ら
石
巻
の
牡
鹿
半
島
に
足
を

り
、
そ
の
受
け
皿
的
な
役
割
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
が
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
企
業
が
集

ま
っ
て
、
避
難
所
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
チ
ー
ム

が
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
我
々
に
つ
な
い
で
く

れ
た
の
が
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
し
た
。
夜
、
私
の
携
帯

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
代
表
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、『
明
日
の

朝
、
行
く
の
で
対
応
し
て
く
れ
』
と
い
う
。
翌
朝
に

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
に
来
館
し
て
、
い
ろ
い
ろ
調
整
し

た
上
で
、
避
難
所
に
出
向
い
て
行
き
ま
し
た
が
、
以

降
、
数
週
間
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
に
入
っ

て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
プ
ラ
ザ
に
立
ち
寄
っ
て
情
報
収

集
し
て
い
く
こ
と
も
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。
発
災
後

は
被
災
地
と
の
つ
な
ぎ
役
が
他
に
い
な
い
し
、
拠
点

と
な
る
場
所
が
な
い
状
況
で
し
た
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ

ラ
ザ
が
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
19
日
に
到
着
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
方
々
は
、
皆
さ
ん

長
靴
を
履
い
て
作
業
着
で
い
ら
し
た
の
で
す
が
、
名

刺
交
換
を
し
た
ら
、
す
ご
い
肩
書
き
の
方
ば
か
り
で
、

海
外
の
パ
ソ
コ
ン
部
品
メ
ー
カ
ー
の
日
本
副
社
長
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
支
店
の
方
々
で
し
た
。
そ
う
い
う

方
々
が
第
１
陣
で
来
る
と
い
う
の
が
、
外
資
系
企

業
の
一
つ
の
支
援
の
在
り
方
な
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
」沿

岸
部
の
情
報
収
集
が
難
航

平
成
23
年
３
月
16
日
〜
５
月

県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
被
災
状
況
調
査

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
杜
の

伝
言
板
ゆ
る
る
は
中
間
支
援
組
織（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）で
も
あ
り
、
被
災
地
に
入
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援

の
ほ
か
に
、
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
被
災
状
況
を
調
査
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
３
月
16
日
か
ら
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
に

よ
る
調
査
を
開
始
し
た
が
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
沿
岸

部
の
情
報
収
集
は
当
初
難
航
し
た
。

運
ん
で
み
る
と
、
震
災
発
生
後
そ
の
と
き
活
動
し
て

い
た
学
生
さ
ん
た
ち
が
、
毎
年
の
よ
う
に
地
区
の
集

会
所
に
寝
泊
り
し
て
、
浜
仕
事
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
ん
で
す
。
も
う
、
が
れ
き
の
撤
去
も
引
っ
越
し

も
な
い
ん
で
す
け
ど
、
高
齢
化
が
進
ん
で
若
者
が
い

な
い
地
区
も
多
い
の
で
、
地
区
の
方
は
毎
年
そ
れ
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
が
続
い
て

い
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

「
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
元
年
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
関
西

社
協
の
方
々
は
そ
の
と
き
全
国
か
ら
助
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
す
ご
く
感
謝
し
て
い
て
、
東
日
本
大
震

災
で
は
、
あ
の
と
き
の
支
援
を
恩
返
し
す
る
番
だ
と

い
う
思
い
で
被
災
地
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
た
県
内
の
社
協
の
方
が

身
を
も
っ
て
学
ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
県
内
の
社
協
の
方
が
、
大
き
な
災
害
が
あ

る
度
に
真
っ
先
に
現
地
に
駆
け
つ
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
を
し
て
い
る
様
子
を
報

道
で
見
る
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

「
東
日
本
大
震
災
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
復
興
に
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
を
考
え
る
契
機
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
、
各
地
で
起
き
た
大
き
な
災
害
の

際
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
立
ち
上

げ
運
営
し
て
い
く
か
を
想
定
し
た
上
で
、
被
災
地
の

側
か
ら
『
こ
う
い
う
所
か
ら
こ
う
い
う
方
々
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
き
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

今
回
の
震
災
の
教
訓
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」

同
じ
頃
、
石
巻
市
で
は
、
支
援
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
が
集
ま
り
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
互
い
の
役
割
を

調
整
す
る
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
が
組
織
化
さ
れ
、

こ
の
団
体
を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
状
況
の
把
握
が

容
易
に
な
っ
た
。
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
は
石
巻

専
修
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
置
か
れ
、
支
援
が
重
複

な
く
効
率
良
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

内
で
調
整
が
行
わ
れ
、
こ
う
し
た
連
絡
調
整
の
体
制
は
、

後
に「
石
巻
方
式
」と
も
呼
ば
れ
た
。

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
我
々
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
団
体
で
す
か
ら
、
そ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ど
う
い
う
被
災
状
況
な
の
か
を
把
握
し

な
く
て
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
ま
せ
ん
の
で
、

３
月
16
日
か
ら
約
２
週
間
を
か
け
て
、
３
０
０
か
ら

４
０
０
く
ら
い
の
団
体
に
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
安

否
確
認
な
ど
活
動
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
中

間
支
援
組
織
の
い
し
の
ま
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
被

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
拠
点
と
し
て

平
成
23
年
３
月
16
日
〜

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
の
活
動
再
開

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
は
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を

促
進
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
平
成
13
年
に
設
置

さ
れ
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
を

行
っ
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ

ザ
が
所
在
す
る
県
複
合
施
設
は
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
や
壁

の
ひ
び
割
れ
等
の
被
害
を
受
け
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

拠
点
の
再
開
が
急
務
で
あ
っ
た
た
め
、
応
急
補
修
を
行
っ

た
上
で
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
は
発
災
５
日
後
の
３
月

16
日
か
ら
業
務
を
再
開
し
た
。

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
が
入
っ
て
い
る
建
物
は
古
い
ん
で

す
が
、
旧
県
立
図
書
館
で
す
か
ら
造
り
が
し
っ
か
り

し
て
い
ま
す
。
水
も
電
気
も
止
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
早
く
再
開
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
被
災
地
の
復
旧
に
期
待
さ
れ
る
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
打

合
せ
を
し
た
り
、
支
援
の
準
備
を
す
る
場
所
が
必
ず

必
要
に
な
り
ま
す
。
事
務
所
を
持
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
い
い
ん
で
す
が
、
持
っ
て
な
い
団
体
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
の
で
、
プ
ラ
ザ
に
は
交
流
サ
ロ
ン
と
い

う
自
由
に
使
え
る
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
す
ぐ
に
開
け
る
べ
き
だ
と
県
に
お
願
い
を
し
ま

し
た
」

 

共
同
参
画
社
会
推
進
課
職
員

「
発
災
翌
々
日
の
日
曜
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
の
様
子

を
見
に
行
っ
て
、
被
害
の
状
況
は
把
握
し
て
い
た
の

で
、
開
館
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
了
解
し
ま
し
た
。
元
々
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
で
は
、

10
個
あ
る
ブ
ー
ス
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
貸
し
出
し
て
い

て
、
会
議
室
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
催

し
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

拠
点
と
し
て
場
所
を
貸
す
こ
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ

本
来
の
役
割
に
合
致
す
る
も
の
で
し
た
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
被
災
地
と
の 

つ
な
ぎ
役
と
し
て平

成
23
年
３
月
19
日
〜
７
月

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
支
援
応
援
隊
へ
の
支
援

業
務
再
開
翌
日
か
ら
、
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
に
は
、

首
都
圏
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
企
業
か
ら
の
問
合
せ
が
多
数

入
っ
た
。
後
に
組
織
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
応
援
隊
の
構
成

企
業
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
数
社
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ

の
協
力
を
得
て
、
３
月
19
日
に
仙
台
市
に
入
り
、
７
月

末
ま
で
に
仙
台
市
、
名
取
市
、
多
賀
城
市
、
石
巻
市
の

避
難
所
34
か
所
に
57
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
提
供
し
た
。

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
被
災
地
に
入
る
に
当
た
っ
て
、
活
動
拠
点
を
求
め

て
い
る
首
都
圏
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
等
か
ら
連
絡
が
入

災
し
て
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
の
で
、
沿
岸
部

の
状
況
把
握
に
は
苦
労
し
ま
し
た
」

「
被
災
し
た
現
場
に
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
聞
く
の
で
す
が
、

一
体
ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
把
握
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
石
巻
市
で
は
３
月
中
に
石
巻

災
害
復
興
支
援
協
議
会
の
ベ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
集
ま
り
が
で
き
て
、
他
県
か
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人

た
ち
が
情
報
共
有
を
図
っ
た
こ
と
で
、
石
巻
エ
リ
ア

の
情
報
は
つ
か
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

外
の
南
三
陸
、
気
仙
沼
エ
リ
ア
は
、
情
報
を
把
握
し

て
い
る
団
体
が
な
く
て
、
社
協
も
現
場
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
ど
う
い
っ
た
団
体
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
、
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
私
た
ち
が
被
災
地
に
調
査
に
入
っ
た
の
は
５
月
の

連
休
後
で
す
。
と
い
う
の
も
４
月
の
段
階
で
は
、
被

災
者
を
直
接
支
援
す
る
わ
け
で
も
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

の
団
体
が
、
状
況
把
握
の
た
め
に
被
災
地
に
入
っ

て
行
く
こ
と
に
対
し
、
す
ご
く
後
ろ
め
た
い
気
持
ち

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
連
休
後
、
最
初
に
南
三
陸
に

入
り
ま
し
た
が
、
映
像
で
見
て
い
た
そ
の
ま
ま
の
状

況
で
、
災
害
規
模
の
大
き
さ
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
何
が
必
要
な
の
か
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
想
定

で
き
る
も
の
は
み
ん
な
車
に
詰
め
込
ん
で
、
そ
れ
を

提
供
し
な
が
ら
、
沿
岸
部
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
」

経
営
困
難
に
陥
っ
た 

団
体
へ
の
支
援

平
成
23
年
４
月
〜
７
月

福
祉
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
調
査
と 

寄
附
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
が
、
被
災
し
た
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
情
報
収
集
を
進
め
る
中
で
、
最
も
懸
念
さ
れ
た
の
が
、

福
祉
関
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
存
続
で
あ
っ
た
。
特
に
沿

岸
部
の
団
体
で
は
、
施
設
の
復
旧
が
進
ま
な
い
こ
と
で

収
入
が
な
く
な
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
杜
の
伝
言
板

ゆ
る
る
は
、
福
祉
系
５
団
体
の
協
力
を
得
て
、
県
内
の

介
護
保
険
事
業
者
と
障
害
者
の
自
立
支
援
事
業
者
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
１
１
１
の
団
体
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
51
団
体
か
ら
の
回
答
を
得
た
。
結
果
、
32
団
体

に
施
設
の
被
害
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
建
て
替
え
や
大
規

模
修
繕
、
移
転
、
１
０
０
万
円
以
上
の
補
修
等
被
害
が

大
き
い
団
体
は
13
団
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
被
災
し
た

団
体
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
は
７

月
に
被
災
団
体
に
直
接
寄
附
が
届
く
、
寄
附
サ
イ
ト「
復

興
み
や
ぎ
」を
立
ち
上
げ
、
寄
附
の
ほ
か
多
く
の
助
成
団

体
か
ら
多
く
の
資
金
援
助
を
得
た
。

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
私
た
ち
が
一
番
心
配
し
た
の
は
、
介
護
保
険
制
度

や
障
害
者
の
総
合
支
援
法
に
関
わ
っ
て
い
る
団
体
で

し
た
。
震
災
が
あ
っ
た
３
月
は
も
ち
ろ
ん
、
４
月
に

入
っ
て
も
施
設
の
復
旧
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
団
体
の
収
入
が
な
く

な
り
ま
す
。
経
営
が
厳
し
く
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
発
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
の
で
、
４

月
に
入
っ
て
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

１
１
１
団
体
の
う
ち
約
半
数
か
ら
回
答
が
あ
り
、
利

用
者
が
減
っ
て
か
な
り
厳
し
い
状
況
だ
と
い
う
回
答

も
あ
り
ま
し
た
が
、
廃
止
に
な
る
と
か
、
活
動
を
休

止
す
る
団
体
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
足
り
な
い
お

金
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
質
問
に
も
、『
カ
ン
パ

に
よ
っ
て
補
い
ま
す
』
と
か
『
み
ん
な
で
話
し
合
い

な
が
ら
給
料
の
レ
ベ
ル
を
少
し
下
げ
て
、
が
ん
ば
り

ま
す
』
と
か
、
そ
う
い
う
互
助
的
な
感
じ
で
対
応
し

て
い
る
現
状
が
見
え
て
き
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
施
設
が
流
さ
れ
て
、
自
力
で
動
け
な
い
団
体

も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
を
ど
う
支
援
し
て
い
く

か
が
、
夏
に
向
け
て
の
課
題
で
し
た
。
幸
い
県
外
か

ら
様
々
な
団
体
が
支
援
に
入
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
の
活
動

石巻専修大学に置かれた石巻市災害VC
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寄
附
サ
イ
ト
『
復
興
み
や
ぎ
』
を
立
ち
上
げ
て
、
情

報
提
供
を
行
っ
た
結
果
、
活
動
資
金
を
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
精
神
的
に
参
っ
て
し
ま

う
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
た
の
で
、

そ
う
し
た
話
を
聞
く
相
談
会
も
開
催
し
ま
し
た
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援

平
成
23
年
６
月
〜
平
成
24
年
度

新
し
い
公
共
支
援
事
業
の
活
用

平
成
23
年
６
月
、
県
は
国
が
創
設
し
た「
新
し
い
公

共
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
被
災
地
の
復
興
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
力
を
生
か
す
た
め
、
事
業
を
採
択
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

に
補
助
金
を
助
成
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
県
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
助
成
金
情
報
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
改
正
に
関
す
る
専

門
相
談
員
を
被
災
地
に
派
遣
す
る「
被
災
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

た
め
の
出
前
専
門
相
談
会
」
や
、
新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

会
計
基
準
や
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
制
度
改
正
を
普
及
す

る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
計
基
準
及
び
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

普
及
事
業
」に
加
え
、
県
単
独
の
事
業
と
し
て「
大
震
災

で
活
動
し
て
い
る
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
情
報
発
信
事
業
」
を

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
に
委
託
し
た
。

 

共
同
参
画
社
会
推
進
課
職
員

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
を
す
る
た
め
に
国
か
ら
割
り
当
て

ら
れ
た
基
金
を
活
用
し
て
、
被
災
地
で
支
援
活
動
を

行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
補
助
金
を
出
す
事
業
を
行
い

ま
し
た
。
予
算
規
模
は
３
億
か
ら
４
億
ぐ
ら
い
で

し
た
。
中
間
支
援
組
織
で
あ
る
杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る

さ
ん
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
た
め
の
出
前
専
門
相
談
会
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
計
基
準
や
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
制

度
が
変
わ
っ
た
の
で
そ
の
普
及
活
動
を
行
う
事
業
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
県
が
直
接
委
託
す

る
形
で
、
全
国
各
地
で
宮
城
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
情
報
発

信
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

い
ろ
い
ろ
特
徴
が
あ
っ
て
、
そ
の
ど
れ
を
選
ぶ
か
を

き
ち
ん
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
反
省
点
で
あ
り
、
課
題
と
し
て
ま
だ
残
っ
て
い

ま
す
」

公
平
性
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱
意
の
バ
ラ
ン
ス

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
県
の
立
場
と
し
て
住
民
に
対
す
る
公
平
性
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
あ
る
い
は
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

熱
意
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
は
、
常
に
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
ま
だ
答
え
が
出

な
い
ま
ま
で
す
」

必
ず
応
援
が
く
る

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
い
く
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

ど
お
り
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
困
っ
て
ど
う
し
よ
う
も

な
く
な
っ
て
も
、
必
ず
応
援
が
き
ま
す
か
ら
、
そ
の

方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
『
な
ん
と
か
な
る
』
と
い

う
気
持
ち
で
災
害
対
応
を
す
る
の
が
い
い
と
思
い
ま

す
」

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
２
０
１
１
年
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と

っ
て
の
過
渡
期
で
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
計
の
明
確
化

と
い
う
の
が
、
震
災
前
か
ら
課
題
と
し
て
あ
っ
て
、

新
し
い
会
計
基
準
が
２
０
１
０
年
の
７
月
に
発
表
さ

れ
て
、
２
０
１
１
年
は
そ
の
会
計
基
準
を
普
及
す
る

年
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
新
し
い
公
共
支
援

事
業
に
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
か
な
り
の
補
助
金
が

下
り
て
、
活
動
し
や
す
く
な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
夏
以
降
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
の
役
割
と
し

て
は
、
被
災
地
支
援
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
と
、

被
災
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
の
ほ
か
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
よ
う
な
支
援
も
合
わ
せ
て
行
う

と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
提
案
を
県
が
前
向
き
に
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
、
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
何
を
す
べ
き

か
、
我
々
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
側
で
考
え
て
い
っ
て
、
そ

れ
に
対
し
県
か
ら
補
助
金
が
下
り
て
、
す
ぐ
に
行
動

で
き
た
こ
と
が
、
迅
速
な
支
援
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

も
し
、
新
し
い
公
共
支
援
事
業
の
資
金
が
な
い
状
況

で
震
災
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
発
災
当
時
、
既
に
資
金
が
あ
っ
て
、
支
援

事
業
に
直
結
し
た
こ
と
は
被
災
地
の
復
興
に
と
っ
て

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
※
」

※ 

通
常
、
災
害
発
生
後
の
初
期
段
階
か
ら
、
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
し
て
行
政
が
資
金
面
で
支
援
す
る
こ
と
は
、
予
算

確
保
や
仕
組
み
づ
く
り
等
の
手
続
に
時
間
を
要
す
る
た
め
困
難
な
こ
と

が
多
い
が
、
当
時
は
震
災
前
か
ら
国
の
政
策
と
し
て
、
国
か
ら
全
都
道

府
県
に「
新
し
い
公
共
支
援
交
付
金
」を
配
分
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
早
期
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。

災
害
対
応
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
性
を
つ
か
む

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
私
た
ち
県
職
員
の
中
で
様
々
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
あ
る
と
い
う
想
定
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
身
は
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
、

特
殊
な
技
能
を
持
つ
方
が
そ
れ
を
生
か
し
た
い
と

来
る
場
合
も
あ
る
し
、
資
金
力
も
行
動
力
も
あ
っ
て

全
て
自
己
完
結
で
き
る
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団

体
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
は
全
て
一
緒
に
扱
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
県
職
員
は
こ
の
災
害

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
規
模
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
何
を
し
て
い
た
だ
く
の
か
、
事

前
に
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
」応

援
側
が
中
心
に
な
っ
て 

運
営
す
る
こ
と
が
重
要

 

社
会
福
祉
課
職
員

「
被
災
市
町
を
応
援
す
る
側
が
中
心
に
な
っ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
し
た
。
大
き
な
災
害
が
あ
る
と
、
現
地
の
方
は

み
ん
な
被
災
者
で
す
か
ら
、
精
神
的
に
参
っ
て
い
る

状
態
で
、『
あ
れ
や
れ
、
こ
れ
や
れ
』
は
相
当
し
ん
ど

い
で
す
。
今
回
関
西
の
社
協
か
ら
応
援
に
き
て
い
た

だ
く
中
で
学
ん
だ
ん
で
す
が
、
受
援
側
は
あ
ま
り
出

し
ゃ
ば
ら
ず
、
応
援
す
る
側
に
運
営
を
あ
る
程
度
任

せ
て
い
く
形
が
い
い
と
感
じ
ま
し
た
」

月
刊
誌
発
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が 

支
援
に
生
き
た

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
情
報
を
発
信
す
る
『
月
刊
・
杜
の
伝
言

板
ゆ
る
る
』
を
発
災
以
前
か
ら
発
行
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
で
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
て
、
そ
れ
を
配
布
す
る
協
力
を
頂
い
て
い
る
社
協

と
の
つ
な
が
り
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
震
災
発
生
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
で
の
支
援
活

動
に
生
き
た
と
思
い
ま
す
」

災
害
Ｖ
Ｃ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
の
役
割
が
明
確
に

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
震
災
直
後
１
週
間
は
、
三
つ
の
市
町
と
県
の
災
害

Ｖ
Ｃ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
か
ら
人
材
を
派
遣
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
の
後
半
に
引
き
揚
げ
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
災
害
Ｖ
Ｃ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
は
役
割
が
違
う

ん
で
す
。
災
害
Ｖ
Ｃ
は
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
付
け
ま
す
が
、
私
た
ち
は
被
災
地
と
団
体
を
つ
な

ぐ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
個
人
は
つ
な
が
な
い
の
で
、

本
来
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
に
戻
っ
て
い
っ
た
形
で
す
。
役

割
が
違
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
」

法
人
格
の
的
確
な
選
択
を

 

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
職
員

「
非
営
利
法
人
の
中
で
も
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、

本
来
、
公
益
の
社
会
貢
献
活
動
を
目
的
に
設
立
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
お
金
が
か
か
ら
ず
に
作
れ
る
と
い

う
簡
便
さ
も
あ
っ
て
、
こ
の
10
年
で
か
な
り
の
団
体

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は
、
目
指
す
方
向
性
が

違
っ
て
き
て
、
私
た
ち
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
を
し
よ
う
と

い
う
と
き
に
、『
果
た
し
て
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
ろ

う
か
？
』
と
思
う
よ
う
な
団
体
も
あ
り
ま
す
。
活
動

上
、
法
人
格
が
必
要
に
な
る
場
合
は
、
法
人
格
に
も

参
照

記
録
誌
等

・�

東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平
成
24
年
３

月
）

・�

東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・�

平
成
27
年
３
月
）

・
杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

社会福祉課 社会福祉課

杜の伝言板ゆるる

社会福祉課

共同参画社会推進課

社会福祉課

社会福祉課

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の
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